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として提示されたことを報告している。また HSP70 はケモカインレセプターである CCR5
と結合することがWhittalらによりヒトの系で示されている。我々はこの結核菌 HSP70の遺
伝子を結核菌防御抗原である MPT51 の遺伝子に連結させた DNA ワクチンを作製し、その
増強効果を抗原単独のものと比較検討した。 
[方法] 
① DNAワクチン： 結核菌の HSP70遺伝子を結核菌 H37Rv株の genomic DNAから PCR法
によりクローニングした。哺乳類細胞発現用のベクターであるpCIにHSP70全長 (HSP70F)、
ATPase domainを含む N末側 (HSP70N)、peptide binding domainを含む C末側 (HSP70C)の
遺伝子をそれぞれ MPT51 遺伝子の上流に融合させた DNA ワクチン(HSP70F-MPT51、
HSP70N-MPT51、HSP70C-MPT51)を作製した。Gene gunを用いて BALB/cまたは C57BL/6
に 10日毎に 3回免疫し、最終免疫後 14日目に脾細胞を調製し、CD8+T細胞(BALB/c)また
は CD4+T細胞(C57BL/6)が認識する MPT51のエピトープペプチドで刺激した。ELISAによ
り培養上清中の IFN-γを定量し、MPT51単独の DNAワクチンと比較した。 
② タンパク質ワクチン： クローニングした結核菌の HSP70 遺伝子を大腸菌発現用のベク
ターである pRSETに挿入し、大腸菌 JM109株を用いて発現させ、各々の融合タンパク質を
作製した。それぞれ BALB/c、C57BL/6に 10日毎に 3回皮下注射し、最終免疫後 14日目に






れたが、統計的に有意な上昇はみられなかった。また BALB/c を用いて確認した CD8+T 細
胞反応では、いずれも IFN-γの有意な上昇はみられなかった。それぞれの融合タンパク質で












で免疫したものより強く、HSP70C-MPT51 が Th1 細胞をより強く誘導し、IFN-γ、iNOS の
発現を増強したものと考えられる。 
[結論] 
結核菌に対する防御機構としては結核菌の抗原特異的に IFN-γ を産生する Th1 細胞が重
要であり、それを強く誘導する結核菌ワクチンが望ましいと考えられる。今回我々が作製
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